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・歯科受診は新型コロナウイルスが治まるまで中止となっています。
　来週の床屋も中止となっています。
・治験スタートアップミーティング

　6月6日13:00～、6月13日13:00～実施予定。どちらか必ず参加するようにして下さい。（病院2階会議室）
＜コロナ感染対策について＞
・買い物伝票は月、水、金の朝までに朱夏BOXへ提出して下さい。
・CSセット外部とのやり取りについて病棟メールを参照して下さい。
＜ベッドコントロール＞
・伊藤　誠様～東病棟Dユニットから西病棟Aユニット44号室へ転入となっています。
＜患者様連絡事項＞
・成田　早紀様～咽頭痛訴えある為、オラドールトローチ10回分処方となっています。
・沢田　秋子様～不安時ロラゼパム錠(0.5) 20回分処方となっています。
・中村　和夫様～主治医よりGAF35点で入力頂いています。
・中村　聡様～アラミスト点鼻薬　1キット処方となっています。
・小田　沙也加様～PL顆粒3包×毎食後今夕から処方となっています。
・飯岡　未来様～疼痛時カロナール(200) 10回分処方となっています。

・金山　辰巳様～3/5八戸市民HP受診の際、造影剤を使用した検査を行うため昼食のみ絶食対応してほしいと希望あり。また、6/12の八戸市民HP受診の際は8:30出発の為朝食早出しの希望ある為対応していきましょう。
・成田　早希様、佐藤　一路様、村田　邦恵様～CS終了となっています。
・石橋　隆夫様～外泊訓練について、6/7 15:00～6/8 15:00にて再度調整しています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・村田　邦恵様～不調や不満等の訴えはなく、対面時も落ち着いています。

引き続き状態観察していきましょう。また、CSセット解約に伴い、　　私服にて過ごされています。替えの衣類は本人のチェストにて保管しています。
・高柳　和子様～昨日は対面時落ち着いており、他室侵入などの迷惑行為無く経過し不穏なく経過しています。本日も静穏に過ごされており、奇異な行動等ありません。今後も精神症状に注意して観察していきましょう。
・田端　香織様～話し掛け頻回で都度電話要求あり、深夜帯にて自室と詰所を往復し落ち着かない様子がありました。また、退院に関する妄想言動聞かれており説明への理解乏しさも見られるため、本人が家族へ電話をかける際は可能な限りスタッフ見守りのもと行っていただくようにしましょう。
・滝上　八重子様～失見当識様の発言聞かれ、日課についてはある程度声掛けを要しています。対面時や介入に対しては穏やかに応じられ、トラブル等はなく経過しています。引き続き日課については声掛け行い促していきましょう。
・伊藤　誠様～病棟オリエンテーションは理解良好で、自室にて穏やかに過ごされています。転入前のNEAR法では陰性でしたが、東病棟より転入してきたばかりなので、感染対策の為6/4までは自室で過ごして頂く様に説明し、了承されています。（食事や服薬はスタッフ訪室）
・清水目　忠男様～夜間眠れずにオムツいじりが目立っており、外したオムツパッドの異食があり都度介入を要している状態です。時折介入への拒否や抵抗も見られています。眠れていない場合は、都度記録に残しつつ必要時は不眠時頓服薬を使用して睡眠時間を確保できるようにしていきましょう。
・松谷　さと子様～金銭に関する妄想や、退院要求聞かれ姉様へ架電してほしいと何度も来詰する様子あり落ち着かずに経過しています。衝動的に他者に手を出す事もある為、他者トラブルに注意しながら精神症状観察行っていきましょう。また、落ち着かない時は頓服にて対応するよう指示ある為、必要時は使用していきましょう。
＜田名部Dr.患者様退院支援委員会会議＞
・鈴木　流依様～4/18主治医面談実施し、青山荘への入所を勧めていくこととしています。昨日青陽館の見学実施し、本人より6/7　13：00～青陽館体験利用の希望聞かれている為、今後主治医へ確認していく予定となっています。
・鈴木　知子様～主治医面談実施時に、青山荘やほぞの2号館への入居方向としていましたが、3/16青明舎森氏とオンライン面会でGHへの入所を本人は希望されています。青山荘の入所について、意見が都度変わる為、タイミングをみて徐々に調整していきましょう。
・高柳　和子様～自宅アパートは契約継続していますが、精神状態が不安定であることから退院先の再選定が必要な状態です。

・泉川　ケイ子様～今後の方向性として施設の予定となっています。精神状態の安定と服薬遵守ができるよう介入していきましょう。

・谷地　寿梨様～退院先として青山荘の予定としています。6/9病棟スタッフ同行で青山荘の見学予定となっています。母様より2人きりでの外出は難しいとのお話しあり、今後コロナ明けより短時間での面会を繰り返す事としています。

・沢田　秋子様～退院先は施設となっています。
・成田　賀枝様～退院先は施設となっていますが、入院前に企図行為あり施設選定が難航している状態です。

・田端　香織様～自宅退院予定ですが、本人の精神症状の改善を優先に、薬剤調整や治療が安定した際に再度方向性について考えていきます。
・河村　哲久様～退院先は青山荘としていますが、団地の引き払いを優先事項としており、入所できない状態です。外出を繰り返し自宅の片づけをしていきましょう。今後任意入院への切り替えは保佐人の方での対応も可能との事なので、今後北病棟へ転出の話があった際には依頼も検討していきましょう。
・島守　淳様～退院先として御家族は施設入所を希望していますが薬剤調整中です。

　　　　　　　甥様へ連絡し、まずはテレビ面会から進めていく予定となっています。
・小泉　裕子様～退院先は青山荘となっており、現在見学日程調整中です。

・畑中　成夫様～御家族様の希望にて、65歳を過ぎたらみちのく記念病院へ転院を予定しています。
・成田　早紀様～入院前は自宅で生活していた為、今後の退院先も自宅アパート予定となっています。5/31の面談にて、恋人経由で自分は使用しない楽器など購入している事、借金があるようで毎月返済しているのか不明である事、交際相手への不安や、部屋も清掃や整理が必要な状況で今後アパートの生活が成り立つのか不安である為、まだ入院を継続してほしいと家族より希望あります。また、姉様は今回の入院に至った経緯のように自分が対応しなくてはならないのが負担や不満を感じているとの事で今後は対応したくないと話もあり、まずは生活状況の確認を行っていく事となっています。
＜転入患者様情報＞※サマリ参照
受け持ちNs:大村Ns
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転棟サマリー

（東病棟Dユニット→西病棟Aユニット）

転出日：令和5年6月2日

患者様氏名 伊藤 誠  　様  担当主治医　：　小栁　匡相

 

 無

入院年月日 令和5年5月24日　（1回目）  入院形態　：　任意

病名  主病名　：　統合失調症、知的障害  身体合併症　：　

備考

・急変時：搬送

・洗濯：CS-Cプラン、下着は業者洗濯

・買物：本人と相談

・持参薬あり：市民病院、城北病院

・スマホ使用可

・貴重品：通帳2つ、財布は金庫預かり



【退院支援】5/29（診療録）施設入所が望ましいが、身寄りはなく後見人の有無も不明。また、本人も対人

恐怖から、施設入所に関して消極的であり、前医では訪問看護、ヘルパーを導入し自宅退院となったよう

である。

自宅以外で検討していく。

（施設入所が難しい場合はみちのく記念病院も現実的な選択肢である）

最終排便（令和5年6月1日）

精神症状 不安状態により日常生活が送れない

問題行動 なし

処遇制限 なし

 自立

 

最終入浴日（令和5年5月24日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

自宅退院の予定として検討していたが、このまま自宅に退院となっても入院前にしていた行動を繰り返す

だけであり、病識の確立には繋がっていない状況がある。前医（八戸市立市民病院柞木田Dr）からも現状

での治療引継ぎは難しいとの判断。

よって自宅以外の退院先を検討していく方針となった。

現在の処置 なし

ADL


